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企
業
理
論
と
投
資
理
論
(二)

山

回

保

目

次

一
玄
え
が
き
企
業
理
論
の
体
系

二
投
賢
理
論
の
控
民
と
財
務
菅
野
諭

三
企
業
理
論
と
作
業
の
経
済
的
百
隙

凹
刺
拍
極
大
化
よ
り
認
の
説
大
化
へ
の
発
民
(
以
上
前
号
)

本
ソ
ロ
モ
ン
の
企
業
成
長
の
モ
デ
ル
(
以
下
本
号
)

六
投
資
理
論
の
甚
礎
原
田

七
刊
誌
車
施
大
化
か
、
利
誌
極
大
化
か

八

む

す

び

五

ソ
ロ
モ
ン
の
企
業
成
長
の
モ
デ
ル

前
節
に
お
い
て
示
し
た
ソ

3
ン
の
公
式
は
、
企
業
の
年
々
の
正
味
収
益

(
E
E
E
E日
開
印
)
が
一
定
で
、
し
か
も
こ
れ
が
全
部
配
当

と
し
て
支
払
わ
れ
、
再
投
資
が
行
わ
れ
な
い
場
合
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
成
長
は
も
た
ら
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
現
実
の
企
業

は
、
正
味
収
益
の
全
部
を
配
当
と
し
て
支
払
わ
な
い
で
そ
の
一
部
を
再
投
資
に
向
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
年
々
の
収
益
が
増
大
し
て
ゆ
く

企
業
理
論
と
投
資
理
論
∞

第
九
十
四
巻

第

号



企
業
F漏
と
投
資
理
論

ロ

第
九
十
四
巻

第
一
号

の
が
普
通
で
あ
る
。

こ
れ
が
企
業
成
長
で
あ
る
。

ソ
ロ
モ
ン
は
一
」
の
成
長
を
二
ワ
の
モ
デ
ル
と
し
て
示
す
、
そ
れ
ら
は
、
単
純
成
長
モ
デ

ル
(
白
目
立
。
四
5
4
5
目
。
号
-
)
と
動
的
モ
デ
ル

31Mmv目
呂
田
。
含
】
)
で
あ
る
。

-
単
純
成
長
モ
デ
ル

(
E
E
H骨
四
2
3
F
目
。
品
。
】
)

ま
ず
問
題
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
、
全
部
自
己
資
本
よ
り
な
る
企
業
を
考
え
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
仮
定
を
も
う
け
る
。

現
在
お
よ
び
将
来
の
投
資
は
、
そ
の
収
益
の
質
に
関
し
て
同
質
で
あ
る
u

ま
た
こ
れ
ら
が
含
ま
れ
る
不
確
実
性
の
レ
ベ
ル
は
資
本
化
率

(
門
戸
市
兵
巳
】
N
0
2
0
ロ
Z
H
O
)

町
内
を
反
映
し
て
い
る
。

同
U
州
田
両
呂
醐
岡
す
小

δ

l削
δ
同
課
声
跡
(
調
δ
H刊
現
時
謝
礼
市
司
斗
uw昨
r
J〕

の
H
時
仇
町
市
同
時
母
国
帥
M

官
官
。
問
自
己

E
z
t
z
Z
E〉
し
二
。
到
〈
侍
踊
斗

ω
#
E
3藩
舟
官
官
口
巳
。

3
2
E
E
q
)込
d
O
醤
帯

Z
J
W峠
寸
代
、
、
-
寸

υ¥δ
時
開
掴
薗
・

河
H
口
市
融
再
斗

N20Hd掴
wH
問
子
育
酔
百
針
。
判
時
帰
洋
・
喝
、

3
芦
除
制
品
中
4
r
d
ぺ
倫
明
、
伊
陪
謝
斗
刊
明
司
J
自
由
記
惜
δ

l曹司

て
H
仲
覇
弐
田
日
捕
新
ト
円
q

A

H

F
昨
沸
δ
卦
曲
菌
商

同。
H
両
対
4
r
M
世ヨ

E
四
時
株
3
u
u
p
T

、
n
朝
時
耐
用
δ
芦
博
関
・

2U門
岡
a

軒
③
併
刈
泊
、
目
華
岡
崎
署
員

H

h

g

伊

片

山

吋
F

J

・

守
刊
函
南
朝
-
同
日
記
円
、
~
主
叫
-
H
J
7
叫
τ丸
山
W

以
③
悼
刊
'

、，

F

同
室
岡
。

~vL
町
若

C
M
|叫
刊
「

l
H
J阿
川

、
」入

-

(

]

戸

〕

ω式
を
説
明
す
れ
ば
、
第
一
年
目
の
び
同
ド
ル
の
投
資
は
一
年
後
に
は
百
一
司
の
収
益
を
生
む
、

こ
れ
が
年
々
永
久
に
続
く
か
ら
、
こ
の

流
れ
を
現
価
に
直
す
と
、
~
品
、
¥
同
れ
と
な
る
。
二
年
目
の
F

同
ド
ル
の
投
資
は
同
様
に
、
年
々
守
同
時
の
収
益
を
生
む
、

こ
れ
を
二
年
目

の
現
価
に
直
す
と
守
町
、
¥
町
内
と
な
る
。
こ
れ
が
永
久
に
続
く
、
し
た
が
っ
て
、



、J

E
川
吋
白
川
護
岡
市

~vh喜
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l
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4

〕州
U
M
1
i叫
刊
「
1

1

1町
川
1

さ
て
、
こ
の
ロ
壱
得
る
た
め
に
は
、
年
々
と
円
ず
つ
永
久
に
投
資
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

己
の
現
価
は
巴
¥
H
F

と
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
投
資
機
会
の
正
味
価
値
は
、
町
か
ら
投
資
分
壱
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
次
の
通
り
と
な
る
。

守
阿
川
守
同
草

F
H凶

の

14m
ミ
l
M川
1
叫

m
i
-
-
-
-

人
ど

企
業
の
総
価
値
(
て
)
は
既
存
の
資
産
に
よ
る
一
定
の
収
益
を
資
本
化
し
た
も
の
に
、
内
部
留
保
に
よ
る
投
資
機
会
の
正
味
価
値
壱
加
え

れ
ば
よ
い
。

同
守
阿
菖

~v同

司
HH
叫
判
+
l吋
川
l

叫
内

紛
式
を
種
々
に
変
形
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

-u同
P
いh
u円
ト
同
川
河
内
・
・
・

‘

剛

円

。

-

H
円筒

同

(

同

l
F
)
H
b
b
日
開
昧

U

F

同
事

司

l
i
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I
l
l
-

I

R

F
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凶

〉
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F

)

 

i
i
:
-
-・
(
一
日
)

同
汁
宙
)
同
月
ト
門
司

同
守
同
一
連

1
5

7
M
m十
H
叫

1ト

こ
の
分
子
は
既
存
資
産
に
よ
る
一
定
の
収
益
と
、
再
投
資
に
、
超
過
収
益
率
を
掛
け
た
も
の
の
合
計
と
な
る
G

(

由

)

(5) 

式
と
(6) 
式
でに
11 ぉ
同|同し、
-( 

守
が
ゼ
ロ
、
す
な
わ
ち
再
投
資
が
な
い
と
き
は
、

企
業
理
論
F
岳
町
資
理
論
。
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一
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企
業
理
論
と
投
資
理
論

ω

第
九
十
四
巻

四

第

号

国

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
成
長
の
バ
タ
l
y
が
な
く
な
る
。

ま
た
喜
H
H
の
と
き
も
、

再
投
資
は
超
過
収
益
率
は
な
〈
、
資
本
化
率
し
か

得
ら
れ
な
い
か
ら
、
制
式
よ
り
、

b

F

同
町
へ
]
戸

1
F
d
十

守

同

町

『

l
l
l
+
1
1
1
hじ
い
l
h
f
じい
H
l
|

ー
同
o

F

や
は
り
、
成
長
は
な
く
な
る
。
こ
の
場
合
は
、
内
部
留
保
に
よ
る
投
資
は
資
本
化
率
し
か
得
ち
れ
な
い
か
ら
、
企
業
は
成
長
(
同

3
4主
『
)

そ
れ
は
超
過
収
益
を
生
ま
な
い
か
ら
、
企
業
の
官

(

吋

)

し
た
の
で
は
な
く
て
、
単
な
る
拡
大
(
日
官
ι
2
Eろ
を
し
た
と
い
う
こ
と
ー
と
な
草
。

(当
o
p
-
P
)

に
な
に
も
加
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
ツ
ロ
そ

y
の
成
長
の
モ
デ
ル
か
ら
、
資
本
化
率
(
H
P
)

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

b
~
y町
若

(

印

)

計

官

同

a
n
i
l十
I
l
l
-

・

(

∞

)

司

司

同
守
同
一
言

l

つ

(
@
)
L片

q

F

H

|

l

+
ド
H
に
ド
ド
卜

-
a

・

(

坦

)

で

で

己
の
炉
は
資
本
化
率

(
E官
E
-
R
E
Eロ
E
Z
)
と
も
自
己
資
本
の
コ
ス
ト

(。。且
O
同
0
』

E
S
n
p
H
M
H
E同
〉
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ

は
、
そ
の
時
の
収
益
株
価
率
や
配
当
株
価
率
よ
り
も
高
い
の
は
、
川
別
式
や
川
別
式
の
後
の
部
分
が
付
加
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

逆
に
い
え
ば
、
成
長
率
の
高
い
企
業
程
、
前
半
分
は
小
さ
く
な
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
時
の
収
益
干
、
配
当
を
基
準
と
す
れ
ば
、
収
益
株

価
率
や
配
当
株
価
率
が
異
常
に
低
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

動
的
モ
デ
ル
〔
己
〕
Z
E
E
E
目

or-)

ソ
ロ
モ
Y

の
成
長
の
第
2
の
そ
ア
ル
は
、
動
的
モ
デ
ル
で
あ
る

動
的
モ
テ
ル
の
一
般
式
は
、
株
価
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
将
米
の
配
当
の
流
れ
を
、

H

P

で
割
引
い
た
現
価
で
示
さ
れ
る
。

刷、
H
軒
端
δ
弊
盲



岡
田
日
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芦
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口。
H
酒
断
。
閉
山
日

守

H
画
官
枠
制
同
a
H
時
株
会
側

罰
酔
・
閉
山
・
羽
時
時
h
h
w
h
w
叫

h
δ
盟
中
A
q
革

upぺ
宣
江
町
冊
斗
び

h
u
M
守、

喝
、

u
羽
海
雌
δ
話
駄
ω官

こ A
ムL

れ 業
はの
ま市
た場
、で』而

企"値
業』可kv 
の I!o'-'は
市内j 次
場の
価通
{直り
は.と

な
る

(
H
O
)
 

現
在
の
配
当
を
戸
l
h
で
割
引
い
た
も
の
に
等
し
い
と
い
い
か
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

場
合
、
成
長
率
で
あ
る
g
は
割
引
率
v
ん
よ
り
も
小
さ
い
と
仮
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ァ
そ
う
し
な
い
と
株
価
は
無
限
大
と
な
っ
て
し
ま

つ
制
式
よ
り

?: 
可IT ¥' 
↓でI~
'" ぺ+。、

(ロ)

割
引
率
九
は
、
現
在
の
配
当
利
廻
り
、
プ
ラ
ス
配
当
が
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
成
長
率
で
あ
る

g
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
成
長
率
g
は
、
正
味
収
益
の
う
ち
で
、
ど
れ
だ
け
再
投
資
に
む
け
ら
れ
る
か
と
い
う
比
率
(

b

)

と
こ
の
再
投
資
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
率
(

γ

)

と
に
依
存
す
る
。

企
業
理
論
Lr一
投
資
理
論
口

第
九
十
四
巻

五

抽
出
一
号

五



企
業
理
論
と
投
資
理
論
同

第
九
十
四
巻

プて

第

号

プミ

こ
の
γ
が
民
よ
り
も
大
き
い
と
き
が
成
長
一
t
あ
り
、

M
Y

が
払
と
等
し
い
と
き
は
拡
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
純
成
長
予
デ
ル
の
と
き
と
同

骨
且
申
。
什

fu

様
で
あ
る

てこ
.t 11 れ
11 同|を

l'1 'llT 1;( 
Q 均 r

7F 

3 せ

9特ば

汁

α、
11 
守、
11 
F 
b 

( 

噌

11 
泊岨

δ 
庁

内や
) 

雲
行
方
u
f
・

れ
は
単
純
収、可
益、 1，1 り
そ J同IJ'l?:1!'1 
デ -;::;10
Jレミ l川

」 守いV
(司)山

容 11

zイ
ま
な

) 

と
等
し

な
る2わ〉

-
単
純
成
長
モ
デ
ル
と
動
的
モ
デ
ル
の
比
較

以
上
、
ソ
ロ
モ
ソ
に
従
っ
て
、
二
つ
の
成
長
モ
デ
ル
を
示
じ
た
。
こ
の
成
長
モ
デ
ル
の
相
違
は
、
成
長
の
パ
タ
l
γ

が
異
る
か
ら
、
結

果
が
違
っ
て
く
る
。
動
的
モ
デ
ル
の
ほ
う
が
、
正
味
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
γ
が
大
き
く
な
る
。

b
と
v
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
そ

の
差
が
ひ
ど
く
在
る
。

ソ
ロ
モ
ン
の
示
し
た
実
際
の
数
字
で
比
較
し
て
み
る
と
、

同
O
H
H司
'
b
e
H
F
F
H
C
A
F
同
1
H
q
]
5ヨ

、H
C
N
D
G
什

岬

書
H
P

h
H
守
H
O
D
∞

単
純
成
長
モ
デ
ル
は



匂

同

守

幸

司
H
|
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i
1
H
罰()+∞
C
U
E一〔
}

同

F

H

円。

動
的
モ
デ
ル
は1

b

由

2
3
p

i

l

H

i

-

-
h
p
h
C
E
l
-
-
∞

i
z
 

こ
の
よ
う
に
、
動
的
手
一
デ
ル
の
市
場
価
値
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に
大
き
く
な
る
。
こ
の
相
違
は
ど
こ
か
ら
出
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
公
式

壱
変
形
し
て
相
対
応
し
て
み
る
と
、

動
的
そ
デ
ル
は
、
S
L円
一
U出

11 

で

F で

~ ?L 
同 IIV
とJ "" I 

hu守
H
F
宮内。

3
5
H仲

7
市

+
5

単
純
成
長
モ
デ
ル
は
、

(
]
芯
〉

b

同
F
喜

て

1
l
+
l
l

ー同州。

H
F

ω式
と
帥
制
式
は
と
も
に
、
総
価
値
V
を
二
つ
の
部
分
に
分
け
る
、
最
初
の
部
分
は
配
当
の
資
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
回
の
数
字
の

g
と
な
っ
て
い
る
。
後
の
部
分
は
、
成
長
投
資
か
ら
得
ら
れ
る
正
味
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
の
現
価
で
あ
る
。
動
的
モ
デ

(早
i
円

E
U

・

(
H
U
)
 

例
で
は
、

ル
に
お
い
て
は
盗
か
に
大
き
い
。
そ
の
理
由
は
、
動
的
モ
デ
ル
の
投
資
機
会
の
ほ
う
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
と
同
じ
比
較
は
、
資
本
化
率
な
い
し
、
自
己
資
本
の
コ
ス
ト

L
と
の
関
連
ア
か
ら
も
示
す
こ
と
が
出
来
る
。

企
業
開
一
論
と
投
資
珂
諭
同

第
九
十
四
巷

七

第

号

七



企
業
理
論
と
投
資
理
論

同

第
九
十
問
者

ノ一、

第
一
号

ノ1、

動
的
そ
デ
ル
は
Egし
門

司

同

可[tlてib
+ + 
~ "" 
>i 

単
純
成
長
モ
デ
ル
は
、
b
F
w
s
h
 

同
o

H

+
で

で

両
者
と
も
、
前
の
部
分
は
現
在
の
配
当
利
廻
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
、
後
の
部
分
は
、
成
長
部
分
で
あ
る
が
、
類
似
し
て
い

る
が
異
っ
て
い
る
。

以
上
、
単
純
成
長
モ
デ
ル
と
動
的
そ
デ
ル
と
の
相
違
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
現
実
の
世
界
に
お
い
て
は
、
た
だ
一
つ
の
市
場
価
値
し
か

な
い
、
ど
ち
ら
の
モ
デ
ル
が
正
し
い
か
、
ソ
ロ
モ

γ
も
結
論
を
避
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
の
タ
イ
プ
が
異
る
の
で
あ
っ

て
、
現
実
の
企
業
の
成
長
の
し
か
た
が
、
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
に
よ
り
決
る
で
あ
ろ
う
。

単
純
成
長
壬
デ
ル
は
、
企
業
が
、
年
々
一
定
の
額
を
特
別
の
高
い
収
益
率
の
投
資
機
会
に
投
資
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
仮
定
す
る
。

動
的
モ
デ
ル
は
こ
の
よ
う
な
投
資
が
年
々
拡
大
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
。
要
す
る
に
投
資
機
会
の
発
見
が
動
的
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
大
雪

い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

し
た
が
っ
て
、
収
益
率
が
等
し
い
場
合
、
動
的
モ
デ
ル
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
γ
の
ほ
う
が
犬
き
く
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
こ

の
収
益
率
v
は
当
然
市
場
資
本
化
率
凡
よ
り
も
大
き
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
成
長
モ
デ
ル
は
、
動
的
毛
デ
ル
の
ほ
う
が
一
般
的
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
企
業
の
成
長
は
、

一
般
に
す



べ
て
が
調
和
的
に
成
長
す
る
も
の
で
あ
り
、
企
業
が
大
き
く
な
れ
ば
、
そ
の
割
合
で
投
資
機
会
の
発
見
も
大
き
く
な
る
と
考
え
る
の
が
一

番
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
単
純
成
長
モ
デ
ル
が
不
要
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
企
業
に
よ
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
ハ
タ
l
y
を
と
る
場
合
も
あ
る
。
要
は
、
企
業
が
新
し
い
収
益
半
の
尚
い
投
資
機
会
を
発
見
す
る
能
力
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
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R
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動
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ル
に
つ
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、
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ω
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号
、
吋
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町
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邑
図
書
討
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内
側

5
w
b
R
M
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F
冨
山
口
自
己
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M》
円
出
掛
署
、
企
業
広
長
ー
と
企
業
理
論
、
唱
和
三
九
年
八
七
八
九
頁
参
照
。

ー』，、

投
資
理
論
の
基
礎
原
理

l
内
部
利
益
率
法
か
現
価
法
か

l

わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
ま
で
に
お
い
て
、
投
資
理
論
は
、
企
業
理
論
の
一
環
で
あ
る
か
ら
、
企
業
目
標
と
相
矛
盾
す
る
原
理
を
指
導
原
理

と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、
企
業
目
標
と
し
て
企
業
成
長
を
措
定
し
、
企
業
成
長
モ
デ
ル
を
ソ
ロ
モ
Y

に
従
っ
て
示

し
た
。
企
業
成
長
と
は
、

ソ
ロ
モ

γ
に
よ
れ
ば
、
富
す
な
わ
ち
純
現
価
の
増
大
で
あ
り
、
企
業
の
経
済
的
指
導
原
理
は
、
こ
の
富
(
純
現

伽
)
の
極
大
化
で
あ
る

し
た
が
っ
て
、
企
業
の
投
資
理
論
も
ま
た
、
こ
の
富
な
い
し
純
現
価
の
極
大
化
骨
目
標
と
す
る
己
と
と
な
る
。

資
本
予
算
(
。

3
H
E
]
Z
L問
。
合
口
問
)
は
プ
ロ
#
ク
ト
投
資
計
画
の
採
否
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
れ

は
独
立
的
投
資
と
排
他
的
投
資
で
あ
る
。
独
立
的
投
資
に
お
い
て
は
、
投
資
利
益
率
法
と
現
価
法
は
一
致
す
る
。
排
他
的
計
画
に
お
い
て

は
一
致
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
利
益
率
法
か
現
価
法
か
の
問
題
は
排
他
的
投
資
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

企
業
坪
論
と
仕
資
理
論
。

第
九
十
四
巻

九

第
一
号

九



三

O

利
益
率
法
か
、
現
価
法
か
の
問
題
は
も
す
で
に
多
く
の
人
々
の
聞
に
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
根
本
的
に
解
決
し
て
い
な
い
。
私
見
に
よ

企
業
坦
論
と
投
資
理
論
。

第
九
十
四
巻

の

第
一
号

れ
ば
、
そ
れ
は
投
資
理
論
の
枠
の
中
に
お
い
て
議
論
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
え
が
き
に
お
い
て
論
じ
た
通
り
、
投
資
理
論
と
費
用
理

論
と
を
統
一
し
企
業
理
論
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
体
系
に
お
い
て
、
統
一
的
な
企
業
理
論
の
原
理
を
発
見
し
、
こ
の
原
理
を
基
礎
と
し
て
投

資
理
論
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
と
の
問
題
は
僻
決
し
う
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
独
立
的
投
資
に
お
い
て
は
、
利
益
率
法
主
現
価
法
と
が
一
致
す
る
と
論
じ
た
が
、
こ
の
証
明
お
よ
び
そ
の
理
由
に
つ
い
て
検
討
す

e

る
こ
と
と
す
る
。

独
立
的
投
資
の
資
本
予
算
は
一
般
に
プ
ロ
ゼ
グ
ト
投
資
計
画
の
収
益
率
の
高
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ
、
排
除
率
に
達
し
な
い
も
の
は
切

捨
て
ら
れ
る
。
排
除
率
は
、
資
本
需
要
曲
線
と
、
資
本
供
給
曲
線
と
の
交
点
で
決
定
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
、
資
本
供
給
曲
線
は
他
人
資
本
と
自
己
資
本
の
コ
月
ト
の
平
均
を
と
る
。
そ
れ
は
、
他
人
資
本
の
み
調
達
す
る
場
合
で
も
、

他
人
資
本
の
コ
月
ト
の
み
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
後
、
自
己
資
本
を
調
達
す
る
と
き
は
、
自
己
資
本
の
コ
見
ト
の
み
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
今
年
は
他
人
資
本
壱
使
用
す
る
か
ら
、

コ
ス
ト
が
安
く
排
除
率
は
低
く
な
り
、
低
い
収
益
率
の
投

資
計
画
も
実
行
す
る
こ
と
と
な
る
。
来
年
は
自
己
資
本
を
使
用
す
る
か
ら
高
い
収
益
率
の
計
画
も
排
除
さ
れ
る
と
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
お
こ
る
と
、
投
資
計
画
は
使
用
資
本
に
よ
っ
て
、
大
き
く
変
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
し
い
投
資
計
画
は
、
資
本
供
給
曲
線

、
と
し
て
、
自
己
資
本
と
他
人
資
本
と
の
最
適
資
本
構
成
に
お
け
る
平
均
壱
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
資
本
供
給
曲
線
は
一
般
に
水
平
な
直
線
壱
示
す
こ
と
が
多
い
が
、
あ
る
点
か
ら
は
急
激
に
上
昇
す
る
。
こ
の
上
昇
す
る
点
は
ど
こ

「
こ
の
点
が
ど
乙
で
あ
る
か
は
、
企
業
が
そ
の
追
加
的
資
金
を
利
益
の
あ
が
る
よ

う
に
使
用
す
る
か
ど
う
か
し
仁
い
う
企
業
の
能
力
骨
市
場
が
理
解
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ふ
」
と
い
う
。
こ
の
説
に
従
う
と
、
現
実

で
あ
る
か
に
関
し
て
、
定
説
は
な
い
、
デ
ィ
I
Y
は
、



に
必
要
な
の
は
水
平
な
部
分
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
ピ
L

ル
マ

Y
E
ス
ミ
ッ
ド
の
資
本
子
算
に
お
い
て
は
、
資
本
供
給
曲
線
は
全
く
水
平

な
直
線
と
し
て
描
か
れ
て
い
も
(
雪
一
図
A
)
O

も
ち
ろ
ん
、
現
実
に
は
資
本
市
場
は
自
由
で
は
な
い
。
特
に
資
本
市
場
に
上
場
し
て
い
な
い
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
自
己
資
本
の
増

大
に
は
制
限
が
あ
る
か
ら
、
資
本
供
給
曲
線
は
、
必
要
な
部
分
に
お
い
て
、
右
上
り
に
な
る
こ
と
が
あ
る
(
雪
函
き
。

第 2 図

A 

ぷ-

B 

質本供給曲線

加f

もミ骨

投下底本

収
益
事
・
資
本
ヨ
ス
ト

。

収
益
事
骨
資
本
コ
ス
ト

資
本
供
給
曲
線
が
水
平
な
場
合

C
M
排
除
率

資
本
供
給
曲
線
が
右
上
り
の
場
合

C
M
排
時
率

場
合
と
し
て
、
企
業
の
使
用
資
金
が
制
限
の
あ
る
場
合
が
あ
る
(
笠
函
C
)
。

投下置車 M

C 

。

深海
曹本供給曲線

収
益
率
&
資
本
2

ス
ト

供
給
資
本
に
制
限
が
あ
る
場
合

C
M
排
除
率

ま
た
、

特
別
な投下賢本M

。

な
お
資
本
需
要
曲
線
は
、
各
プ
ロ
ゼ
ク
ト
投
資
計
画
の
収
低
率
の
高
い
も
の
か
ら
並
べ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
収
益
率
測
定
に
は
、

一
般
に
現
金
割
引
法

2
E
n
E
E
E
2
F
H
E当
日
0
5
0
3
が
利
用
さ
れ
丸
。

企
業
理
論
し
と
投
資
理
論
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現
金
割
引
法
と
は
広
・

2
L
を
各
年
度
の
正
味
収
入
(
現
金
利
益
)
、

C
を
当
初
の
投
資
の
コ
ス
ト
、

v
を
収
益
率
、
と
す
れ
ば
、

苅
-

w

h

j

i

;

h
u
l
l
ぃl
+
1
l
l
ぃl
l
十

十

l
l
H同

(
]
戸
十
輔
、
〕
闘
(
一
円
十
泊
、
)
言

こ
れ
よ
り
7

を
求
め
れ
ば
よ
い
。
こ
の
γ

の
高
い
も
の
か
ら
並
べ
る
と
資
木
需
要
曲
線
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
資
本
需
要
曲
線
と
資
本
供

給
曲
線
は
、
い
つ
れ
も
限
界
的
な
も
の
で
あ
る
。
資
本
供
給
曲
線
は
他
人
資
牛
と
自
己
資
本
の
平
均
す
管
と
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
曲
線

が
平
均
曲
線
で
あ
る
こ
と
壱
意
味
レ
な
い
。

ζ

の
曲
線
は
、
自
己
資
本
と
他
人
資
本
と
を
最
適
資
本
構
成
を
維
持
し
た
ま
ま
調
達
さ
れ
る

と
仮
定
し
た
場
合
の
限
界
曲
線
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
交
点
で
決
定
さ
れ
る
投
資
額
は
、
限
界
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
、
利
益
極

大
化
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
収
益
率
測
定
の
方
法
か
ら
み
て
、
純
現
価
の
極
大
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
純
現
価
は
、
既
往
の
投
資
壱

所
与
と
し
た
場
合
、
ソ
ロ
モ

γ
の
富
の
極
大
化
と
一
致
1
る
。
そ
の
班
由
は
限
界
的
手
法
に
基
づ
く
か
ら
で
あ
る
。

現
価
法
の
ん、品、

で司式予

.i 
門 ~I ゅ
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れ
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u
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て
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δ
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首
画

円

H
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δ
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国

司
H
同
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首
辞
書
細
菌

こ
の
公
式
は
、
す
で
に
示
し
た
ソ
'
ロ
モ

γ
の
富
の
公
式
と
同
じ
で
あ
る
が
、
ソ
ロ
モ

γ
の
富
の
公
式
は
企
業
全
体
の
富
(
純
現
側
)
で

あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
個
々
の
投
資
の
純
現
倒
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
純
現
価
が
プ
フ
ス
で
あ
る
か
ぎ
り
、
投
資
が
実



行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
フ
て
、
こ
の
よ
う
な
投
資
方
法
が
実
行
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
企
業
全
体
と
し
て
、
純
現
価
(
窟
)
の
極
大

化
が
得
ら
れ
る
。

資
本
利
益
率
法
に
よ
る
場
合
で
も
、
第
二
図
A
に
示
し
た
よ
う
に
、
資
本
供
給
曲
線
が
水
平
な
場
合
、
排
除
率
は
一
定
の
資
本
コ
ス
1

と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
資
本
コ
ス

t
以
上
の
投
資
は
全
部
実
行
さ
れ
る
。
資
本
コ
ス
ト
以
上
の
投
資
と
は
純
現
価
の
。
フ
ラ
ス
の
投
資
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
価
法
と
一
致
す
る
こ
と
と
な
る
。

問
題
は
第
二
図
B
お
よ
び
第
二
図
C
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

一
般
に
現
価
法
と
一
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ち
、

こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
現
師
法
の
割
引
率
に
排
除
率
を
判
用
す
れ
ば
、
両
者
は
等
し
く
な
る
。
ピ
エ
ル
マ
リ
ノ
と
ス
ミ
ゾ
ド
や
ソ
ロ
モ
ソ

は
資
本
市
場
の
自
由
な
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
、
も
と
も
と
、
第
二
図
B
・
C
の
よ
う
な
も
の
の
存
在
を
認
め
て
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ち
、
資
本
市
場
の
不
自
由
を
認
め
た
場
合
、
た
し
か
に
、
第
三
図
B
、
第
二
図
C
の
場
合
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

排
除
率
を
割
引
率
と
し
て
計
算
す
る
方
法
は
、
現
価
法
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
現
価
法
は
、
も
と
も
と
資
本
市
場
の
自
由
を
前
提

と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
割
引
率
に
資
本
づ
ス
ト
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
資
本
市
場
の
不
自
由
を
含
み
、
資
本
に
制
限
の
あ
る
と

き
の
存
在
を
前
提
と
し
て
認
め
る
と
き
、
割
引
率
に
資
本
の
機
会
原
価
と
し
て
資
本
コ
ス
ト
よ
り
も
高
い
排
除
率
を
用
い
る
こ
と
も
必
要

と
な
る
で
あ
予
つ
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
価
法
の
現
価
法
で
あ
る
こ
と
を
何
等
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
現
価
法
は
割
引
率
に
は
、
使
用
資
本
の
機
会
原
価
を
利
用
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
等
三
つ
の
場
合
を
全
部
含
む
こ
と
と

な
る
。
資
本
市
場
が
自
由
な
と
き
は
、
機
会
原
価
は
資
本
コ
ス
ト
と
し
て
一
定
(
第
一
図
A
)
と
な
る
υ

ま
た
、
資
本
市
場
が
不
自
由
な
と

き
は
、

機
会
原
価
と
し
て
の
資
本
コ
ス
ト
は
投
資
額
の
増
大
と
と
も
に
上
昇
す
る
〈
第
二
凶
B
)
か、

資
本
コ
ス
ト
よ
り
も
高
く
ρ

な
る
(
第

二図
C
)

こ
の
よ
う
に
現
価
法
を
広
〈
解
す
れ
ば
、
現
価
法
は
利
益
率
法
と
一
致
す
る
。
そ
れ
は
、
独
立
的
計
画
に
お
い
て
は
、
利
益
率
法

企
業
理
論
と
投
資
理
論
付

第
九
十
四
告

第

号



企
業
理
論
と
投
資
理
論
。

第
九
十
四
者

四

第

号

四

も
現
価
法
も
、
い
づ
れ
も
限
界
的
手
法
に
も
と
づ
く
か
ら
、
結
果
は
同
じ
と
な
る
の
で
あ
る
。

-
排
他
的
計
画

排
他
的
計
画
と
は
、
例
え
ば
、

A
-
B
二
つ
の
投
資
計
画
が
あ
る
場
合
、

一
方
を
採
用
す
れ
ば
、
他
方
は
無
価
値
と
怠
る
よ
う
な
投
資

計
画
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
石
油
を
ハ
イ
プ
一
プ
イ
γ
を
建
設
し
て
輸
送
す
る
か
、
船
を
建
造
し
て
輸
送
し
よ
う
か
と
い
ワ
た
計
画
で
あ
り
、

一
方
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、
他
方
は
必
要
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
己
の
こ
う
の
計
画
は
い
か
に
優
れ
て
い
て
も
、
二
っ
と
も
採
用
す
る
わ

け
に
は
ゆ
か
な
い
。
こ
の
場
合
、
利
益
率
法
と
現
価
法
と
は
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
投
資
決
定
方
法
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
現
代
の
投
資
理

論
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
。

以
下
は
ソ
ロ
モ
リ
J

の
見
解
を
一
市
す
こ
と
と
す
る
n

ツ
ロ
モ

y
の
示
、
J

た
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
い
ま
A

B
二
つ
の
投
資
計
画
は
互
に
排
他
的
で
あ
る
と
す
る
、
こ
の
こ
っ
と
も
現
在
の

支
出
は
二
、
一
二
五
ド
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
純
収
入
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ヰ骨

h
〆

酬

f
E

国

型

国

ザ

、、、
て

一六
、
ヤ

ロ

-
N
h
N印

]「
E
E
C

H
-
-
-
D
E
 

Hu--c 

y
G
G
C
 

l
p
M
M日o 

ι。トコ

富喜善

信みυ1 

o 
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い
ま
、
資
本
コ
ス
T

を
一

O
パ
I
セ

y
ト
と
す
る
。

判
州
M

甘
さ
齢
制

書

留

冒

ト
ヰ

E

N

印お

日

官

由

同

(

)

国

却

盟

関
誌
悼
「
]
己
im

上
表
に
よ
る
と
、
利
益
率
法
に
よ
れ
ば
、

A
計
画
、
現
側
法
に
よ
れ
ば
B
計
画
が
採
用
さ
れ
る
己
と
と
な
る
。
乙
の
ど
ち
ち
が
正
し
い

か
。
ソ
ロ
モ
ン
は
、
利
益
率
法
を
正
し
い
と
主
張
す
る
人
々
は
、
そ
の
資
金
の
将
米
の
再
投
資
の
利
益
率
が
そ
の
計
画
の
も
と
の
経
済
芳

命
の
聞
に
獲
得
さ
れ
た
利
益
率
と
等

L
い
、
す
な
わ
ち
そ
の
内
部
利
益
率
と
等
し
い
と
い
う
乙
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
現
価
法
を
正
し

い
と
主
張
す
る
人
々
は
、
再
投
資
の
利
益
率
が
、
資
本
コ
只
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
別
提
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
と
の
一
一
つ
の

h
法
の

う
ち
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
、
と
ち
ら
の
、
別
提
が
適
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
ソ
ロ
そ
ン
は
、
特
別
な
例

外
的
場
合
を
除
い
て
、

一
般
に
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
解
答
は
、
資
本
コ
マ
ハ
ト
は
再
投
資
の
率
と
し
て
は
最
も
妥
当
な
予
想
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、

B
計
画
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
。

ソ
ロ
モ

y
の
現
価
法
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
見
解
は
、
筆
者
が
前
掲
拙
著
で
示
し
た
見
解
と

-

4

叙
す
る
。

た
だ
ソ
ロ
そ
ン
が
滅
多
に
存
在
し
な
い
特
別
の
場
合

(
2
2
n
E
O
)
と
し
て
、

投
資
利
益
率
法
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
特
別
の
場
合
と
は
、
再
投
資
の
利
益
率
が
資
本
コ

λ

ト
よ
り
も
高
い
場
合
に
お
い
て
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
。
た
だ
し
、
乙
の
場
合
の
再
投
資
と
い
う
意
味
を
正
し
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

ソ
ロ
モ
ン
は
再
投
資
が
資
本
コ
兄
ト
よ
り

も
高
い
と
い
う
場
合
の
再
投
資
の
意
味
は
、
そ
の
プ
ロ
ゼ
グ
ト
が
存
在
す
る
こ
と
を
原
因
と
す
る
投
資
と
い
う
意
味
で
あ
ふ
。

い
ま
こ
れ
を
具
体
的
に
説
明
す
れ
ば
、

A
計
画
の
後
の
計
画
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
C
計
画
と
す
れ
ば
、
C
計
画
は
A
計
画
が
存
在
す
る

か
ら
存
在
す
る
場
合
、

c計
画
が
資
本
コ
兄
ト
よ
り
も
高
い
利
益
率
を
う
る
と
き
、

A
計
画
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ど
ち

企
業
理
繭
と
投
資
理
論

H
H

第
九
十
四
巻

五

館

号

五



第
一
号

ら
が
優
先
さ
れ
る
か
は
、

C
計
画
の
最
終
の
と
き
の
価
値
の
大
小
に
よ
っ
て
き
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

企
業
理
論
し
と
投
資
理
論
同

第
九
十
四
巻

プミ

プミ

ツ
ロ
そ

Y
の
例
外
的
場
合
と
は
、

A
計
画
に
つ
づ
く
C
計
画
が
A
計
画
が
存
在
す
る
か
ら
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
A
計
画

と
C
計
画
と
を
切
離
し
て
考
え
る
と
こ
ろ
に
無
理
が
あ
る
の
で
あ
る
。

A
計
画
と
じ
計
画
と
を
一
っ
と
考
え
、
こ
の
二
つ
を
一
っ
と
考
え

て
、
こ
れ
と
同
じ
期
間
で
あ
る

B
計
画
、
な
い
し
日
計
画
と
こ
れ
に
つ
づ
く
日
計
画
と
を
合
せ
た
も
の
と
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
比
較
は
結
局
、
こ
の
両
者
の
最
終
の
価
値
の
比
較
で
決
定
さ
れ
る
か
ら
、
結
局
、
こ
の
場
合
は
現
価
法
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
と
な

る
u

そ
れ
は
最
終
年
の
値
価
の
大
き
い
ほ
う
は
、
最
終
年
ま
で
の
計
算
で
は
現
価
が
大
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ァ
ロ
モ

γ
が
滅
多
に
存
在
し
な
い
例
外
的
な
場
合
と
し
て
、
利
益
率
法
が
正
し
い
と
い
っ
た
場
合
も
、
再
投
資
後
ま
で

計
算
を
行
う
の
が
当
然
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
例
外
的
場
合
で
さ
え
も
現
価
法
は
正
し
く
な
る
。

な
お
、
ソ
ロ
そ

γ
の
例
は
、
や
や
複
雑
な
た
め
に
、
筆
者
は
も
っ
と
簡
単
な
例
で
説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

A
計
画
は
当
初
の
投
資
一

O
O万
円
、

一
年
後
の
収
入
は
二

0
0万
円
、
し
た
が
っ
て
、
現
金
の
正
味
利
益
は
一

0
0万
円
、
収
益
率

一
O
Oパ
l
セ
ソ
ト
、

B
計
画
は
当
初
の
投
資
二

O
O万
円
、

一
年
後
の
収
入
は
三
八

O
万
円
、
正
味
の
現
金
利
益
は
一
八

O
万
円
、
収

益
率
九

O
パ
I
セ
ソ
ト
、
資
本
コ
ス
ト
壱
一

O
パ
1
セ
γ
ト
と
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
が
優
先
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
に
ま

と
め
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

kr
却
盟

国
型
国

L
f
寸

ミ

qhv.
川
河

2
1

峠
き
均
時
坤

H
C
C
M叫

E

M
-
-
M
M
Z
 

同
壮
感
δ
芦
U
F

Mg凶
苫

荷

菌

円
山
刊
時
附
同
甲
骨
富
一
冊

印
曲
口
一
司
司

除

制

HE--s 

由

-
4
F

議

州

問

団
H

曲一同

Z

E
U一
司
苫

き
凶
苫

回
目

C
出
苫



T
K閣ロ
l
w
叫ヨ

L
巴

-g司

H
+
D
H
 

U

∞巴

て
H
I
l
l司
Z
H
U品
目
出

Z

同
十

C
H

以
上
の
去
に
よ
り
、
投
資
利
益
法
に
よ
れ
ば
A
計
画
、
現
価
法
に
よ
れ
ば

B
計
画
が
採
用
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
。

日
間
齢
制
官
叫
↓
輪
車

h
F
叩
国

国
平
E

議
細
菌
叩
輪
出
昌

kr
ヰ
E

切
剛
↓
国

N
E
G
 

g-H同
耳
同

ilt-M叫
耳

同+司
ω由
O

N
E
-
一同

Z
H
I
-
-温
.3

同+、

司
日
同
団
同
日
】

CC4串

H--
]{∞-

I
M
u
q
H
8
3
 

=、U
で
l
h
H
H∞】
a
E
M叫

Z
I
H
-
-
司
耳
目
白
'
∞
副
主

司
H
で

円

H
宮
町
一
司
3

N

E

C

叶
志
川
区
日
，
司
耳

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

B
計
画
を
次
の
よ
う
に
二
つ
に
分
解
し
て
考
え
る
。

~ ~ 

回 H
~ "-" 

国
却
Eδ
や
漏

出

附

蹴

HGCU叫
耳

HCC副
司

同
倫
明
隊

3
」買
u
f

N
D
-
u
q
ヨ

同
∞
口
湖
耳

と
声
除
1

岨
W

HCC4F 

8
4が

議

出
血
H
E
回一同
3
首

品
臼
昂
い
司
百

B
計
画
を
上
の
よ
う
に
二
つ
に
分
解
し
た
と
き
、
後
の
ほ
う
の
投
資
が
実
行
す
る
に
あ
た
い
す
る
投
資
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
後

の
部
分
も
実
行
す
る
価
値
が
あ
る
な
ら
ば
、

A
計
画
よ
り
も

B
計
画
の
ほ
う
が
優
先
さ
れ
る
。

資
本
コ
ス
ー
が
一

O
パ
l
セ

y
ト
で
あ
る
か
ら
、

一
O
パ
l
セ

Y

ト
以
上
の
投
資
は
実
行
す
る
己
と
が
有
利
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

収
益
率
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
投
資
は
当
然
実
行
す
る
こ
と
が
有
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

B
計
画
が
採
用
さ
れ
る
。

B
計
画
を
二
つ
に
分
っ
て
考
眠
罰
し
た
場
合
、
投
資
利
益
率
法
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

B
計
画
全
体
の
収
益
率
を
計
算
し
た
方

企
業
理
両
と
投
資
理
論
口

第
九
十
四
巻

第
一
号

七

七



企
業
担
頑
と
投
資
理
拍

ロ

第
九
十
四
巻

ノ、

第
一
号

ノ、

法
と
は
異
っ
た
結
果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
別
々
に
計
算
す
る
方
法
は
現
価
法
と
一
致
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
最
初
の
投
資
全

部
壱
一
度
に
計
算
す
5
方
法
は
、
資
本
利
益
率
法
で
あ
る
が
、
と
れ
は
平
均
的
な
思
考
に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
後
の
分
解
す

昌
方
法
は
限
界
的
な
思
考
に
よ
る
。
後
者
の
場
合
、
現
価
法
と
一
致
す
る
の
は
、
現
価
法
は
限
界
的
甲
長
骨
に
基
づ
く
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
独
立
的
投
資
の
採
否
決
定
の
十
刀
法
と
し
て
、
資
本
予
算
を
示
し
た
。
と
れ
は
投
資
利
益
率
法
に
よ
る
が
排
除
率

と
比
較
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
限
界
的
手
法
に
基
づ
い
て
採
否
の
決
定
を
は
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
お
い
て
、
現
師
法
と
一
致

す
呂
の
で
あ
右
。

以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
、
現
在
投
資
提
論
の
中
心
的
課
題
と
さ
れ
て
い
る
投
資
利
益
率
法
か
、
現
価
法

か
E
い
う
問
題
は
、
そ
の
問
題
の
た
て
方
自
体
が
お
か
し
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
か
ぎ
り
議
論
が
混
乱
し
て
い
る
。
問
題
は
む
し
ろ
、
限

界
的
思
考
か
、
平
均
的
思
考
か
と
い
っ
た
対
ホ
的
問
題
し
乙
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
投
資
利
益
率
法
は
、
平
均
的
思
考
が
作

用
す
る
と
き
、
正
し
く
hu
川
結
果
ー
と
な
る
。
限
界
的
思
考
が
作
用
す
る
と
き
現
価
法
と
等
し
〈
な
る
。
現
価
法
は
限
界
的
思
考
が
作
用
す

5
か
ら
、

一
般
に

E
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
投
資
利
益
率
法
、
現
価
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
限
界
的
思
考
が
作
用
す
る
と
き
は
花

し
い
と
い
う
と
と
左
な
る
。

限
界
的
思
考
が
作
用
す
る
E
き
、
投
資
利
益
率
法
、
現
価
法
の
い
つ
れ
を
と
っ
て
も
同
じ
結
果
し
仁
な
る
の
で
あ
る
が
、
独
守
一
的
投
資
に

お
け
る
資
本
予
算
に
お
い
て
は
、
投
資
利
益
率
法
、
排
他
的
投
資
計
画
に
お
い
て
は
、
現
価
法
が
便
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

と
の
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
便
宜
上
の
問
題
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
限
界
的
手
法
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
い
づ
れ
を
用
い
て
も
正
し
い
と
い

い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
排
他
的
計
画
に
お
い
て
は
、
利
益
率
決
と
い
え
ば
、

一
般
に
平
均
的
思
考
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
現
価
法

の
ほ
う
が
正
し
い
と
い
う
ソ
ロ
モ
ソ
の
見
解
に
同
意
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。



註

ω
利
議
率
告
か
現
価
法
か
の
問
題
の
主
要
な
わ
が
国
の
業
摘
は
次
の
通
り
で
あ
る
、

丹
波
康
太
郎
〔
稿
)
「
資
本
手
算
作
成
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
冊
尺
度
と
し
て
の
利
益
率
法
と
現
価
法
の
比
較
」
『
産
業
経
理
』
一
九
六
三
年
、
六
月
号
、
六
十
一
一
頁

奥
村
陸
一
(
稿
)
「
プ
ロ
ゼ
ク
ト
プ
ヲ
ニ
ン
グ
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点
|
|
プ
ロ
ゼ
ク
ト
の
評
価
尺
度
と
し
て
の
利
益
事
怯
と
現
仙
法
」
日
本
会
計
学
会
縞
県
沢
清
先

生
還
暦
記
危
論
文
集
『
近
代
会
計
学
の
展
開
』
四
八
一
五

O
四
百

諸
井
勝
之
曲
(
稿
)
「
投
資
決
定
の
指
標
」
『
企
業
会
計
』
、
一
九
六
吉
一
年
、
八
月
号
、
五

O
l五
六
頁

柴
川
林
也
(
稿
)
「
設
怖
投
資
の
基
準
」
古
川
栄
一
、
高
官
晋
嗣
『
財
萌
管
理
の
惇
繭
と
一
方
式
』
、
昭
和
一
一
八
年
T
月
、
三
一
五

l
一
五
四
頁

日
比
野
真
夫
「
E

ソ
ロ
モ
ン
論
争
を
め
ぐ
っ
て
|
|
投
資
プ
ロ
ゼ
ク
ト
選
定
某
準
統
一
の
試
み
|
|
」
『
コ
ウ
ナ
ン
ケ
イ
エ
イ
ケ
ン
キ
ュ
ウ
』
第
三
巻
、
第
四
号
、
一

八
七

l
三

O
四
頁

山
田
保
「
企
業
成
長
と
企
業
理
論
」
、
昭
和
一
一
一
九
年
、
第
二
章
、
第
三
節
、
投
資
計
画
の
優
先
順
位
の
決
定
の
原
理
、
五
七

l
七
七
頁

市
橋
英
世
(
稿
)
不
確
実
性
と
投
資
訣
定
投
資
理
論
と
決
定
理
論
の
輯
A

甘
」
、
『
大
阪
府
立
大
学
経
済
研
究
』
、
昭
和
=
一
九
年
三
月

ω
u
o
m
p
」『。

z・
円

a
h
N
E
回
昌
弘
牛
肉
、
虫

S
F
n
o
E
E
E
ω
巴
Ed可
町
田
B
L
E
H
-
M
v
m凶

ゆ
ウ
エ
ス
ト
ン
も
、
資
本
コ
ス
ト
は
、
自
己
資
本
と
他
人
資
本
の
平
均
を
と
る
と
い
っ
て
い
る
。
唱

Z
E
P
司

E
・
言
。

E
官
、
宮
内
出
苦
3
2・
出
。

F
E
R
右

民
】
同
信
最
適
資
本
構
成
と
は
、
ど
の
よ
う
な
資
本
構
成
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
.
現
在
多
〈
の
論
争
が
あ
り
、
哲
人
調
を
得
て
い
な
い
。
本
相
に
お
い
て
は
、

ζ

の
問

題
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
。
前
掲
捕
署
、
九
二
九
四
頁
参
照

川

明

巴

B
P
5
6
内

U
N
-
-
u
g

同
盟
耳
目
印
ロ

ga印
EMm同庁也尋・

2
T
H
U司

E
U
1
E旬

附
ロ
B
P
H
o
o
-
-
呂
E
Eロ
ロ
岡
匹
。
司

S
E
n
Z
5
q
E
C凶同
ME--
司
馬
吉
見
出

aa吾
首
同
S
一言

F
M
m
E
m弓
I

司
号

E
司
MJ
忌
Z-
苦

ロ
0150

MW
ヲ
イ
ト
も
現
価
法
の
割
引
部
に
排
除
率
を
利
用
す
る
と
と
を
提
唱
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
利
持
率
法
と
現
価
法
と
を
統
一
す
る
方
法
だ
と
い
う
。
耳
ロ

t
F
M
W
同唱

冨
E
E回
目
図
司
。
】

O
E
-
v
E
m
E
U庄
司
"
同

hw件
。
。
同
国
耳
百
円
ロ
。
『

-
J
2
0
E
〈
且
回
9
7
h号
事
昆
呈
時
均
喜
一
E
F
邑

g
-
E
V
E
ω
l
t叶
私
見
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
は
両
者
を
統
一
す
る
方
法
で
は
な
く
て
現
価
法
に
属
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
排
他
的
計
画
に
お
い
て
は
、
排
除
車
を
劃
引
率
に
し
た
主
は
、
利
議
事
の
大
き
い

ほ
う
で
は
な
〈
て
、
純
現
価
の
大
き
い
ほ
う
を
採
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。
前
掲
拙
著
、
六
九
七
三
良
審
問
。

川

判

明

。

E
E
o
p
尋
-Z--MUU
・ロ同
H自

企
業
理
論
左
投
資
理
論
匂

第
九
十
四
巻

九

第

号

九



企
業
問
識
と
投
資
理
論
。

第
九
十
四
巻
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第

号

四
O 

七

利
益
率
極
大
化
か
、
利
益
極
大
化
か

本
稿
の
目
的
は
、
企
業
理
論
の
正
し
い
体
系
を
樹
立
し
、

ζ

の
企
業
理
論
に
お
け
る
指
導
原
理
を
通
じ
て
、
現
在
論
争
の
中
心
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
節
に
お
い
て
は
、
利
益
率
法
か
、
現
価
法
か
と
い
う
問
題
を
論
じ
、
本
節
に
お
い
て
は
、
利
益
極

大
か
利
益
率
極
大
化
か
、
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
藻
利
重
隆
教
授
と
筆
者
の
論
争
が
あ
乱
。

す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
企
業
理
論
の
目
標
が
、
富
な
い
し
、
純
現
価
の
極
大
化
で
あ
り
、
こ
の
増
大
が
企
業
成
長
を
な
す
と
い
う
ソ

ロ
モ
ン
の
見
解
は
、
筆
者
の
か
ね
て
よ
り
い
だ
い
て
い
た
見
解
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
節
に
お
い
て
論
じ
た
よ
う
に
、
企
業
理
論

の
基
礎
原
理
を
限
界
原
理
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
投
資
理
論
に
お
い
て
も
、
限
界
原
理
が
当
然
正
し
い
も
の
と
な

る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
前
節
に
お
い
て
現
価
法
か
利
益
率
法
か
と
い
う
問
題
の
解
決
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
最
近
論
争
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
、
利
益
極
大
化
か
、
利
益
率
極
大
化
か
と
い
う
問
題
を
も
解
決
す
る
こ
と
と
な
る
Q

こ
れ
は
期
間
的
利
益
極
大
化
か
、

期
間
的
総
資
本
利
益
率
極
大
化
か
と
い
う
問
題
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
最
近
漸
く
取
上
げ
ら

れ
た
。

O
R
の
方
面
で
著
名
な
学
者
で
あ
る
、
ウ
ぷ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
マ

y
は、

「
予
測
と
長
適
の
意
思
決
定

l
価
値
科
学
の
哲
学
的
考

察
」
に
お
い
て
、
こ
の
間
題
を
論
じ
て
い
る
が
、
筆
者
の
見
解
が
正
し
か
っ
た
こ
と
壱
示
し
て
い
る
。

チ
ャ
ー
チ
マ

y
の
示
し
た
例
は
、
イ
ン
ベ
Y

ト
リ
ー
を
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
長
期
に
増
大
し
よ
う
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

も
し
あ
る
一
定
期
間
の
総
資
本
利
益
率
で
判
定
す
れ
ば
、
総
収
益
か
ら
コ
ス
ト
を
引
き
、
と
れ
を
イ
γ
ベ
Y

ト
リ
ー
を
含
む
総
資
本
で

割
る
こ
と
と
な
る
。

町

田

町

同

H
H
I
l
-
-

』

十

人

山



同
』
了
時
対
謹
一
齢
制

的
同
目
脊
骨
協

町

R
u
u
p
γ

H
H
、
叫
に
》
ド
¥
ザ
ヨ

i

品
目
喜
δ
曲
賞
δ
開
時

も
し
イ
ン
ベ

y
ト
リ
ー
が
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
増
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、

コ
ス
ト
が
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
切
下
げ
ら
れ
る
と
、
新
し
い
資
本
利

益
率
は
次
の
通
り
と
な
る
。

も
し

総
資
本?伺U 
草利リ
斗#晶ι←一 11l 
主白
昼挙邑 h吋 h阿

基 1ゴγ
準'戸IC)
に戸リ十
よ汁S
号 :::"10
な Ic) 

ら
11 

同
町
、
が
国
同
よ
り
も
大
き
い
と
き
イ

γ
ベ
Y
ト
リ
を
増
大
す
る
己
と
と
な
る
。

凶
阿
川
附
同
陥

b
同

u
h河
川
防
白
川

J
h閣
い

h

同
+
(
凸
印
)
同
+
与

(
H

日
)
『
+
入
品
¥
』
十
』

逆
に
い
え
ば
、
治
的
刊
八
回
同
の
と
き
イ
y
ベ
ソ
ト
リ
ー
を
増
大
し
な
い
と
と
と
な
る
。

(
己
ー
日
)

L
『

こ
れ
は
、
追
加
的
な
投
資
が
少
く
と
も
も
と
の
投
資
の
総
資
本
利
益
率
と
同
じ
だ
け
、
費
用
節
約
に
よ
る
利
益
率
を
生
じ
な
け
れ
ば
、

イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
を
増
加
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
決
定
は
、
企
業
外
部
に
は
、
少
く
と
も
企
業
の
内
部
と
同
じ

だ
け
の
収
益
率
の
投
資
が
常
に
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
は
明
ら
か
に
妥
当
し
な
い
。

チ
ャ
ー
チ
マ
ン
は
こ
の
例
は
た
ん
に
理
論
的
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際
、
経
営
者
は
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
を
増
加
す
る
こ
と
は
経
済
的
に
好

ま
し
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
資
本
利
益
率
壱
低
下
せ
し
め
る
と
い
う
理
由
で
、
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
を
増
加
せ
し
め
な
か
っ
た
と
い
う
例
が

企
業
理
論
と
投
資
理
論
む

第
九
十
四
杏

四

信

号

四



企
業
蝿
論
と
投
資
浬
論

(.j 

第
九
ト
四
苦

四

第

号

四

存
在
す
る
と
い
う
。

「
実
際
、
経
営
者
は
一
定
の
期
間
に
お
け
る
総
資
本
利
益
率
と
い
う
言
葉
で
判
定
(
宮
0
3
3
す
る
G

し
か
し
、
こ
の
数
字
は
経
営
者

め

が
最
上
の
決
定
壱
す
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
数
字
は
経
営
意
思
決
定
の
価
値
の
尺
度
で
は
な
い
」
と
は
っ
き
り
と
、

総
資
本
利
益
率
極
大
化
説
を
否
定
し
て
い
る
。

「
ィ
ン
ベ
Y

ト
リ
ー
を
増
大
し
よ
う
と
す
る
唯
一
の
正
し
い
方
法
は
、
第
一
に
ィ

γ
ベ
ン
ト
リ
ー
を
保
持
す
る
コ
ス
ト
壱
決
定
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
γ
ベ
ン
下
り
!
の
追
加
的
一
ド
ル
づ
つ
の
代
替
的
投
資
の
真
の
価
値
を
測
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

を
イ

y
ベ
ン
ト
リ
I
増
加
か
ら
生
じ
る
コ
ス
ト
節
約
額
と
比
較
す
る
の
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
l

る。

イ
ン
ベ

y
ト
リ
ー
を
保
持
す
る
コ
ス
ト
と
は
、
イ
Y

ベ
Y

ト
リ
ー
を
増
加
す
る
に
必
要
な
資
本
の
機
会
原
価
で
あ
り
、
イ
γ
ベ
γ
ト
リ

ー
増
加
か
ら
生
じ
る
コ
ス
ト
節
約
額
と
は
、
増
加
し
た
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
の
あ
げ
る
利
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
収
益
は
所

与
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
利
益
は
三
九
ト
節
約
分
で
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
を
比
較
し
、
後
者
が
大
で
あ
る
と
き
、
利
益
が

プ
ラ
ス
と
な
る
か
ら
、
イ

ν
ベ
ゾ
ト
リ
ー
の
増
大
が
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
チ
ャ
ー
チ
寸

γ
は
利
益
極
大
化
説
を
と
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
チ
ャ
ー
チ
マ

γ
は
、
期
間
的
総
資
本
利
益
率
板
大
化
を
否
定
し
、
期
間
的
利
益
極
大
化
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
も
償
却
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
ま
た
オ
ー
バ
ー
へ
ッ
ド
を
ど
の
よ
う
に
割
娠
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
残
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
等
は
技
術
的
な
問
題
で
あ
り
、
理
論
的
に
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

な
お
、
企
業
理
論
な
い
し
、
投
資
理
論
に
お
い
て
、
目
標
と
さ
れ
る
富
な
い
し
純
現
価
は
、
将
来
の
無
限
的
な
企
業
利
益
の
計
数
的
把

握
C
あ
る
が
、
こ
れ
は
利
益
に
不
確
実
性
と
時
間
的
要
素
と
い
っ
た
変
数
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
利
益
と
本
質
的
な
相
違
は
な
い
。



ま
た
、
利
益
を
成
果
と
し
て
過
去
的
に
示
さ
れ
る
も
の
は
、
期
間
的
利
益
で
あ
る
。
企
業
の
成
果
は
各
営
業
期
間
仁
分
っ
て
示
さ
れ
る
。

企
業
の
計
算
期
聞
が
一
定
期
間
内
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
企
業
活
動
は
無
限
持
続
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
期
間
的
利
益
極
大
化
と
い
っ
て

も
、
期
間
内
だ
け
を
考
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

企
業
は
す
で
に
論
じ
た
富
(
純
現
価
〕
の
極
大
化
壱
志
向
す
る
も
の
と
し
て
、
無
限
持
続
的
な
存
在
と
考
え
、
そ
の
極
大
化
を
は
か
り

な
が
ら
、
こ
の
前
提
の
も
と
に
期
間
利
益
の
極
大
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
を
長
期
間
的
観
点
と

呼
ぷ
な
ら
ば
、
期
間
的
利
益
極
大
化
は
、
こ
の
よ
う
な
長
期
的
観
点
に
立
つ
と
い
う
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

長
期
的
観
点
に
対
し
て
、
短
期
的
観
点
と
い
う
の
は
、
そ
の
計
算
期
間
内
に
収
獲
の
生
じ
る
も
の
の
み
の
計
画
を
実
行
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
短
期
的
観
点
に
立
つ
こ
と
は
、
い
か
な
る
場
合
に
あ
っ
て
も
ゆ
る
さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
期
間
的
利
益
極
大
化
と
い

っ
て
も
、
短
期
的
観
点
に
立
つ
も
の
で
は
な
く
て
、
長
期
的
観
点
に
立
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
チ
ャ
ー
チ
マ
ン
を
援
用
1
J

な
が
ら
、
期
間
的
利
益
極
大
化
か
、
期
間
的
総
資
本
利
益
率
極
大
化
か
に
つ

ρ
て
論
じ
た
が
、
こ
の
他

に
筆
者
が
前
掲
拙
著
に
お
い
て
、
企
業
の
成
長
と
安
定
の
計
数
的
把
握
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
の
実
証
的
研
究
が
、
こ
の
問
題
解
決
の
た

め
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

り

こ
の
実
証
的
研
究
に
お
い
て
、

M
電
器
産
業
と
N
精
糖
の
昭
和
三
一
年
上
期
か
ら
、
昭
和
三
四
年
下
期
の
四
年
間
の
業
績
を
比
較
し
た
。

M
電
器
産
業
の
総
資
本
利
益
率
(
総
資
本
収
益
率
)
は
昭
和
一
二
四
年
下
期
に
お
い
て
は
、
六
・
九
九
パ
1

セ
γ
ト
で
あ
り
、
業
界
の
平
均

六
-
三
一
ハ

1
セ
ン
ト
よ
り
も
少
し
高
い
。
し
か
る
に
N
精
糖
は
、
昭
和
ゴ
一
四
年
下
期
に
お
け
る
総
資
本
利
益
率
は
八
・
七
七
パ

I
セ
ン

ト
で
あ
り
、
業
界
の
平
均
六
・

O
六
パ

1
セ
Y

ト
よ
り
も
相
当
高
い
。
し
か
も
こ
の
四
年
間
に

M
電
器
産
業
は
総
資
本
利
益
率
は
変
動
が

あ
る
が
や
や
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
に
反
し
、

N
精
糖
は
む
し
ろ
向
上
を
示
し
て
い
る
。

企
業
理
論
と
投
資
理
論

ω

第
九
十
回
程

四

場

号

四



企
業
理
論
と
投
資
型
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同

第
九
十
四
巻

四
回

第

号

四

'" 

も
し
総
資
本
利
益
率
極
大
化
が
企
業
目
標
を
な
す
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
総
資
本
利
益
率
が
向
上
を
示
し
、
し
か
も
総
資
本
利
益
率
が
高

い
N
精
糖
の
ほ
う
が
、
大
き
な
成
果
を
達
成
し
た
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
は
そ
の
逆
で
あ

る
o

N
電
器
の
業
績
は
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ
、
大
き
な
賞
讃
を
受
け
て
い
る
に
対
し
て
、

N
精
糖
の
業
績
は
そ
れ
程
大
き
な
賞
讃
を

受
け
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
企
業
目
標
は
総
資
本
利
益
率
以
外
に
存
す
Z
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

M
電
器
産
業
が
立
派
な
成
果
を
挙
げ
た
と
賞
讃
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
高
い
総
資
本
利
益
率
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
高
い
成
長
力

に
あ
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
M
電
器
産
業
は
、
昭
和
コ
二
年
か
ら
三
四
年
に
至
る
ま
で
の
四
年
間
に
、
利
益
・
売
上
・
総
資
本
は
い
づ
れ

も
約
三
倍
に
成
長
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
N
精
糖
は
ほ
と
ん
と
成
長
し
て
い
な
い
。
そ
こ
に
M
電
器
産
業
の
業
績
が
す
ぐ
れ
て
い
る

理
由
が
あ
る
。

M
電
器
産
業
の
場
合
、
総
資
本
利
益
率
は
向
上
し
な
い
の
は
、
分
子
も
分
母
も

E
も
に
同
じ
よ
う
な
割
合
で
増
大
し
て
い

る
た
め
で
あ
っ
て
、
総
資
本
利
益
率
は
こ
の
よ
う
な
成
長
性
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
企
業
の
成
果
は
総
資
本
利
益
率
が
向

上
し
て
い
る
か
、
高
い
か
と
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
成
長
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
な
お
期
間
的
利
益
は
統
計
に
は
会
計
的
な
も
の
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
経
済
学
的
に
は
他
人
資
本
の
コ
ス
ト
の
み
な
ら
ず

自
己
資
本
の
コ
ス
ト
も
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
総
資
本
利
益
率
極
大
化
か
、
利
益
極
大
化
と
い
う
問
題
に
対
L
て
は
、
利
益
極
大
化
と
答
え
ざ
る
を
得
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
本
節
に
お
い
て
、
企
業
の
最
終
的
目
標
は
、
企
業
成
長
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
そ
れ
が
た
め
に
、
ソ
ロ
そ
ソ
の
成
長
毛
デ
ル

を
示
し
、
そ
の
達
成
に
は
、
富
の
極
大
化
を
志
向
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
壱
期
間
的
に
示
す
と
き
は
、
長
期
的
観
点
に
立
っ
た
期
間

利
益
で
示
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

ニL
H土

叫
利
益
か
利
品
率
か
の
問
題
は
、
期
間
的
利
埼
極
大
化
か
，
期
間
的
総
資
本
利
益
率
極
大
化
か
と
い
っ
た
問
題
と
し
て
匝
関
さ
れ
て
い
る
。
」
の
問
題
に
閉
し
て
、
宮
田



喜
代
蔵
教
授
龍
利
重
隆
教
授
と
筆
者
と
の
聞
の
論
争
が
続
い
て
い
る
。
藻
利
教
授
の
期
間
的
総
資
本
利
議
車
極
大
化
説
に
対
し
て
筆
者
は
期
間
的
利
能
極
大
化
を
唱
え

て
い
る
、
古
田
教
授
の
主
張
は
論
争
の
中
心
点
を
や
や
離
れ
て
い
る
が
、
短
期
的
(
操
業
度
の
問
題
)
に
ほ
利
益
極
大
也
、
長
期
的
(
規
模
の
問
題
)
に
は
利
誌
車
極
大

化
を
明
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
争
の
経
過
に
闘
し
て
は
、
左
記
の
文
献
告
問
、
本
的
は
州
稿
お
よ
び
削
著
に
お
け
る
主
張
合
別
の
角
度
か
ら
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

宮
田
宮
代
蔵
(
稿
)
「
企
業
の
生
産
息
と
常
利
陣
則

l
l部
利
教
授
に
問
う

|
i」
『
P
R』
、
第
八
巻
、
第
二
号

藻
利
重
隆
(
稿
〕
「
企
業
の
生
産
量
決
定
と
営
利
原
則

l
l宮
田
教
授
の
一
削
教
に
答
え
て
|
|
L
『
P
R
H
第
入
者
、
第
四
号

山
田
時
(
稿
)
「
企
業
の
常
利
原
則
と
生
産
比
決
定

l
i宵
回
、
鋭
利
教
授
の
論
争
に
同
連
し
て

I
1」
『
経
済
論
議
』
昭
和
三
四
年
五
月
。

藻
利
孟
隆
「
静
哲
学
の
北
礎
」
改
定
版
、
昭
和
三
七
年
、
改
定
版
序
文
。

山
田
保
「
企
業
成
長
と
企
業
理
論
」
昭
和
三
一
九
年
、
は
し
が
き
、
事
胤
。

防
本
稿
、
第
一
節
、
参
照
。

ω
n
E
E
5
5・
門
司
E

F

H
守
主
皇
室
富
民
q
b
N
肺
送
旦
ロ

5
2喜
』
UFH
向。一旬。
b
p
N
n
a
h
宮
室
旬
。
¥
ぬ
白
S
望
号
。
『
可
一
ぬ

E
G
p
p
g
f
o
g
=
E
n
-
-

戸市

vo--
同

U
U匂

ω
尚
守
主

-
M
V
S

同
志
主
ヨ

q'E

M
W

川
著
「
企
業
成
長
と
企
業
埋
論
」
三
九
十
H
参
照
。

例
こ
こ
に
お
け
る
総
資
木
利
話
平
の
分
子
は
税
引
後
の
純
利
益
を
一
市
す
。

同
な
お
、
総
資
本
利
益
率
極
大
¢
説
が
な
お
支
持
さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
っ
と
し
て
、
利
益
計
画
に
お
け
る
、
利
益
と
売
土
利
益
率
と
の
混
同
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

利
益
計
画
に
お
い
て
、
利
益
に
よ
る
計
闘
を
狭
義
計
両
と
し
、
総
資
本
利
鈍
平
に
よ
る
計
画
を
広
義
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
利
益
に
よ
る
計
画
は
回
転
卒
そ
無
視

し
て
い
る
と
い
う
。世

加

盟

除

c
司
」
い

勢

時

叶

刈

州

l

〉
剖
悶
醐
柑

(
韓
同
用
封
u
Z
齢
制
〉
H
ハ
副
什
浬
融
制
〉
V

《
(
務
副
岬
M
オ

田

暢

問

視

)

し
か
し
な
が
ら
、
明
転
車
を
無
視
し
て
い
る
の
は
、
売
上
利
詰
率
で
あ
っ
て
、
利
誌
で
は
な
い
。
博
利
多
売
と
い
う
の
は
、
売
上
利
益
率
会
低
く
し
、
回
転
率
を
高
く
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
設
を
増
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
利
益
に
は
同
転
率
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

企
業
理
論
と
投
資
理
論
。

第
九
十
四
巻

四
五

第
一
号

四
五



企
業
理
語
と
投
資
理
論
。

第
九
十
四
巻

四
/、

第

号

四
六

八

む

す

び

企
業
理
論
令
官
。
コ
O

問
答
。
廿
耳
目
)

は
企
業
の
経
済
理
論
を
意
味
し
、

そ
の
中
心
が
費
用
理
論
(
価
格
県
論
・
生
産
理
論
〕
に
お

か
れ
て
い
る
c

筆
者
は
こ
れ
に
対
し
て
、
投
資
理
論
(
資
本
理
論
)
を
企
業
理
論
の
中
に
加
え
、
費
用
理
論
と
対
等
の
地
位
を
よ
円
め
芯
と

い
う
体
系
を
は
か
畠
も
の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
体
系
を
は
か
る
た
め
に
は
、
投
資
理
論
の
側
に
お
い
て
一
一
層
の
発
展
が
必
要
で
あ
り
、

最
近
の
財
務
管
理
論
の
発
展
が
、
近
代
経
済
学
の
投
資
理
論
告
引
継
「
こ
vr一
と
な
る
。
こ
れ
壱
投
資
理
論
の
発
展
と
考
え
る
と
き
、
投
資

理
論
は
費
用
理
論
E
対
等
の
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
土
な
る
。
ま
た
費
用
理
論
の
側
に
お
い
て
も
、
規
模
や
技
術
の
変
化
や
需
要
の
変
化

を
変
数
E
す
る
長
期
費
用
理
論
の
展
開
が
要
請
さ
れ
る
。
企
業
理
論
は
か
〈
て
投
費
理
論
、
と
費
用
理
論
ー
と
壱
対
等
に
含
む
こ
と
土
な
る
。

そ
し
て
、
「
の
両
者
は
企
業
の
経
済
的
目
標
達
成
と
い
う
同
一

H
標
を
有
す
る
た
め
に
、
同
一
原
理
で
指
導
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
と
の
両
者
に
共
通
す
る
原
理
こ
そ
が

E
し
い
原
理
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
両
者
に
共
通
す
る
同
標
壱
、
企
業
成
長
し
乙
し
、
企
業
成
長
毛
デ
ル
を
示
す
。

ソ
ロ
モ
ソ
の
企
業
成
長
は
、
富
す
な

わ
ち
純
現
価
の
増
大
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
企
業
の
経
済
的
目
標
は
、
こ
の
極
大
化
で
あ
る
。
投
資
理
論
は
、
プ
ロ
ゼ
グ
ト
投
資

と
そ
の
収
益
性
と
の
関
連
か
ら
富
の
極
大
化
を
志
向
L
、
費
用
理
論
は
、
富
を
期
間
的
に
分
ち
、
収
益
・
費
用
、
生
産
量
の
関
係
か
ら
そ

の
極
大
化
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
富
を
期
間
的
に
分
っ
た
場
合
は
、
長
期
的
観
点
に
立
つ
期
間
的
利
益
極
大
化
、
ど
な
呂
、
企
業
理
論

を
こ
の
よ
う
に
統
一
的
に
把
握
す
る
と
き
、
こ
れ
を
統
一
す
る
原
理
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
は
限
界
原
理
で
あ
る
。

限
界
原
理
は
普
通
に
は
短
期
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
限
界
原
理
が
投
資
理
論
p
い
っ
た
長
期
的
問

題
に
妥
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
限
界
原
理
が
短
期
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
費
用
理
論
に
お
い
て
、
限
界
原
理
が
短
期



的
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
を
短
期
的
に
利
用
す
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
費
用
理
論
の
未
発
達
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。
費
用
理
論
は

規
模
の
変
化
や
技
術
の
進
歩
、
需
要
の
変
化
等
壱
変
数
と
し
て
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
層
の
発
展
壱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は

一
層
の
発
展
が
可
能
と
な
っ
た
の
と
規
を

一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
費
用
理
論
の
発
展
へ
の
要
請
は
、
投
資
理
論
と
対
比
す
る
と
き
、
必
然
的
に
生
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
投
資
理
論
と
費
用
理
論
と
壱
統
一
的
に
考
察
し
、
こ
れ
を
企
業
理
論
と
し
、
そ
の
指
導
原
理
号
限
界
原
理
と
す
る
と
き
、

多
く
の
論
争
の
中
心
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

丁
度
投
資
理
論
が
資
本
の
種
類
に
よ
る
不
確
実
性
の
相
違
を
変
数
と
し
て
含
む
こ
と
に
よ
り
、

投
資
理
論
に
お
け
る
利
義
率
法
か
、
現
価
法
か
と
い
っ
た
問
題
や
、
企
業
理
論
と
し
て
の
利
器
極
大
化
か
、
利
益
率
極
大
化
か
と
い
っ

た
問
題
、
ま
た
本
稿
に
お
い
て
は
取
上
げ
な
か
っ
た
が
、
費
用
理
論
に
お
け
る
限
界
原
理
か
平
均
原
理
か
の
問
題
も
正
し
い
解
決
法
が
見

山
附
さ
れ
る
こ
と
ー
と
な
る
。

な
お
企
業
成
長
の
真
の
意
味
は
出
資
者
的
立
場
に
ホ
た
な
い
で
、
企
業
全
体
的
立
場
に
古
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
企

業
観
に
関
係
す
る
か
ら
本
稿
で
は
論
じ
な
い
。
別
著
参
照
さ
れ
た
い
。

註

ω
長
期
費
用
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
署
、
一
四
五
一
七
人
耳
審
問
。

ω
コ
ポ
ツ
タ
も
、
「
最
近
に
お
け
る
リ
ニ
ヤ
1

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ソ
グ
や
其
他
の
類
叫
の
数
学
的
手
法
は
、
い
っ
そ
う
複
雑
な
問
題
を
解
決
す
る
道
を
開
く
も
の
で
あ
る
が
、

ζ

れ
ら
の
新
し
い
手
怯
は
、
限
界
分
析
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
:
、
ζ
」
れ
に
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
つ
て
い
る
完
onP。E
。RnWF-
同守。
ω由m
U吾F
U
掴
切
即
町
皇
量

5

。ミh
罫
、
回
E騎驚恥句包g刷ミ噂

ω
前
謁
州
著
、
第
三
章
、
第
二
節
、
限
界
諒
湿
と
平
均
原
理
、
一
〔
O
U
七
二
一
八
頁
、
参
h隔出ロ

川
刊
前
掲
州
華
、
第
四
章
、
企
業
成
長
と
経
営
広
東
、
一
七
九
三
O
九
買
事
照
。

企
業
理
論
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資
理
論
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四
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